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【はじめに】 

Mycoplasma hyopneumoniae は豚の呼吸器疾病である豚マイコプラズマ（以下、

MPS）性肺炎を引き起こす。これは他の呼吸器疾病と複合感染し、生産性を大き

く阻害する疾病であるため、農場での対策が必須である。現在、多くの農場で対

策として不活化ワクチン接種が行われているが、MPS は抗体価と肺病変との相関

性が低いため、血清検査だけではワクチン効果の評価が正確にできないことが課

題となっている。 

管内農場でも呼吸器疾病対策に苦慮している農場は多く、特に農場 X ではここ

数年にわたり MPS の被害に悩まされ続けており、現行のワクチネーションプログ

ラムに改善の余地があると考えられた。そこでプログラムの再検討をするにあた

り、血清検査にと畜場での肺病変検査や生産指標を組み合わせることで、より正

確なプログラムの評価を試みた。 

 

【農場 X の概要】 

 対象農場は母豚 200 頭規模の一貫経営農場。MPS 性肺病変は重度（病変部が肺

面積 10%以上）のものが平成 25 年で 21.4%、平成 26 年で 20.0%。これは通常で

あれば 0～10%であるため非常に悪い成績である。MPS ワクチンはこれまでワクチ

ン A を 21 日齢で 1 回接種していた。 

 

【材料・方法】 

（１）哺乳豚 142 頭を試験対象とし、プログラムごとに 3 つの群に分割した（図

１）。 

 ①ワクチン A、21 日齢、1 回接種（A 群、従来プログラム） 

 ②ワクチン B、21 日齢、1 回接種（B-1 群） 

 ③ワクチン B、7 日齢・21 日齢、半量ずつ 2 回接種（B-2 群） 
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【結果】
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【考察】 

 肺病変や平均増体日量の結果から、ワクチン B の 21 日齢・1 回接種のプログ

ラム（B-1）が当該農場において生産性向上に有効なプログラムであると判断し

た。 

 

 B-2 群が B-1 群と同じワクチンを用いているにも関わらず有効性が低かったこ

とについては、①1 回目接種（7 日齢）が移行抗体の影響を強く受けた ②若齢で

2 回接種することで大きなストレスとなった ③1 回あたり半量の接種では免疫

誘導に必要な一定の抗原量に達していなかった 等の可能性が考えられた。 

 

 今回、従来プログラムからワクチン B の 21 日齢・1 回接種のプログラムに変

更することで平均増体日量が 31 グラム改善されることが確認された。この数字

および日本飼養標準の給与量を基に計算すると、出荷日齢で 7.5 日短縮、その間

の餌代 740 円/頭が飼料の削減コストとして算出できた。また、ワクチンの変更

で 1 頭あたり 15 円安くなるため、合計で 1 頭当たり 755 円のコスト削減が期待

された。当該農場は母豚 200 頭規模、年間 1 母豚あたりの出荷頭数が 26 頭であ

ることから、農場単位では 755 円×200 頭×26 頭＝393 万円 となり、プログラ

ムの変更が大きなコストダウンにつながると考えられた。 

 

【まとめ】 

 MPS ワクチンのプログラムの見直しは、血清検査だけでなく、と畜場での肺病

変検査や生産指標と組み合わせて行う必要がある。このためには、と畜場との連

携や、家畜保健衛生所や農家自身での日頃のデータ収集が不可欠であると考える。 

また、平均増体日量の変化量を基に削減コストが算出可能であった。このよう

に具体的な金額でプログラムの効果を提示することは農家にとって理解しやす

いだけでなく、継続的に対策に取り組んでもらうために必要な意欲の向上が見込

める。 

今回の手法については他の農場でも同様に応用することが可能と考えられる。

今後も肺病変検査データを継続的に収集することで生産性向上を図り、農家にと

って実利のある指導ができる家畜保健衛生所であるよう努めていきたい。 

 


